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W35b 全天X線監視装置 (MAXI)の地上データ処理システムの開発
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全天 X線監視装置（MAXI）は、国際宇宙ステーション（ISS）の日本モジュール（JEM）の曝露部に塔載が
決まっており、現在開発が進められている。各検出器で捉えたX線天体の情報は、搭載したデータプロセッサー
(DP)で処理され、JEM、ISSを経由して地上にデータテレメトリとして降ろされる。データテレメトリは JAXA
内のデータベース (Operations Control System)に蓄えられ、そこからミッションチームに配布される。MAXI
チームは受け取ったデータを即時解析して、突発天体等の情報を全世界にいち早く速報すると同時に、理化学研
究所を通して観測されたデータを速やかに一般に公開する事を予定している。

MAXIのデータは検出器が ISSと共に動くため、観測された光子一つ一つに位置と時間情報が付与された膨大
なものとなる。そのデータベースはおおよそ、レコード数∼ 100Giga、データ項目数 ∼ 2000、データ容量 1 ∼ 2
テラバイトまで達すると見込まれ、国内の天文データベースでは最大級のものである。

現在我々はOCSから取得したデータの一次処理をリアルタイムで行うデータベースシステムを開発している。
前回の学会では根来等によって、システムの紹介が行われた。今回はそのプロトタイプが完成し、動作確認試験、
OCSとの接続試験、初歩的な性能評価を行ったので、これらについて発表する。


